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３．電動台車の計算（斜面の場合）  

 

 

傾斜角の単位は（度）

Ｗｋｇ 

斜面をすべり落ちようとする分力Ｗｓ ｋｇ 

傾斜角：θ 

車両質量：Ｗｋｇ 

駆動輪の直径：φＤｍｍ

斜面を垂直に押す力Ｗｔ ｋｇ 

駆動力Ｆ ｋｇｆ 

車速Ｖｋｍ/ｈ

傾斜角：θ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台車が斜面を登るときのトルクは車両の質量を斜面を垂直に押す力Ｗｔと斜面を滑り落ちようとする分力Ｗｓに分けて考えればよい。 

 斜面を垂直に押す力Ｗｔ（ｋｇｆ）＝Ｗ（ｋｇ）×ｃｏｓθ 

 このＷｔ（ｋｇｆ）の値に転がり摩擦係数μを掛けた力 Ｆｔ（ｋｇｆ）が斜面を台車を転がす為に必要な力になる。 

   Ｆｔ（ｋｇｆ）＝μ×Ｗｔ（ｋｇ）＝μ×Ｗ（ｋｇ）×ｃｏｓθ 

 斜面の場合には、上記Ｆｔ以外に斜面を引っ張り上げる力 Ｆｓが必要になる。 

   Ｆｓ（ｋｇｆ）＝Ｗ（ｋｇ）×ｓｉｎθ 

 結局、台車を斜面を登らせる為には上記二つの力の合成力Ｆが駆動力として必要になる。 

   Ｆ（ｋｇｆ）＝Ｆｔ（ｋｇｆ）＋Ｆｓ（ｋｇｆ）＝（μ×Ｗ（ｋｇ）×ｃｏｓθ）＋（Ｗ（ｋｇ）×ｓｉｎθ）     

        ＝Ｗ（ｋｇ）×（μｃｏｓθ＋ｓｉｎθ） 

 

①トルク 

 トルクτ（ｋｇｆ・ｃｍ）＝Ｆ（ｋｇｆ）×駆動輪の半径ｒ（ｃｍ） 

              ＝Ｗ（ｋｇ）×（μｃｏｓθ＋ｓｉｎθ）×Ｄ／２（ｍｍ）×０．１ 

 上記トルクが車軸を回転させる為に必要なトルクになる。実際は平坦地の例と同様に車軸をダイレクトに駆動せずに減速機やプーリーを用いる為にロスが生

じる。この部分の効率をη（％）とすれば、必要なモータトルクは上記車軸トルクを減速比Ｇで割り、さらにその値をηで割れば良い。 

 必要モータトルクτm（ｋｇｆ・ｃｍ）＝τ（ｋｇｆ・ｃｍ）／Ｇ×１／（η（％）×０．０１） 

 

②動力 

車速V（ｋｍ／ｈ）を単位換算し（ｍ／ｍｉｎ）に直す。 

 Ｖ（ｍ／ｍｉｎ）＝Ｖ（ｋｍ／ｈ）×（１０００／６０）＝Ｖ（ｋｍ／ｈ）×１６．６７ 

 車輪の外周長さＬ（ｍ）を求める 

 Ｌ（ｍ）＝３．１４×Ｄ（ｍｍ）×０．００１ 
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 車速Ｖ（ｋｍ／ｈ）を得るのに車軸を毎分当たり何回転、回転させれば良いかを計算する。 

 Ｎ（ｒ／ｍｉｎ）＝Ｖ（ｍ／ｍｉｎ）／Ｌ（ｍ） 

 

 上記結果から車軸を回す動力（Ｗ）は 

 Ｐo（Ｗ）＝１．０２７×τm（ｋｇｆ・ｃｍ）×N（ｒ／ｍｉｎ）×０．０１ 

 減速機を介する場合は、減速機の効率ηｇで上記Ｐoを割ればモータ動力Ｐmが求まる。 

 

例題 

 １００ｋｇの質量の台車を車輪直径４００ｍｍの駆動輪で駆動する場合の車軸トルクは？ 

 転がり摩擦係数μ＝０．０３とする。 

 τ（ｋｇｆ・ｃｍ）＝０．０３×１００（ｋｇ）×（４００／２）（ｍｍ）×０．１ 

  

 上記条件で１０度の斜面を登る場合の車軸トルクは？ 

 

０．１７４ 

０．０２９６ 

τ （ ｋ ｇ ｆ ・ ｃ ｍ ）＝１００（ ｋ  ｇ ）×（ ０．０３×c o s１０° ＋ s i n１０°）×（４００／２）（ｍ ｍ）×０．１ 

      ＝４０７（ｋ ｇ） 大半 

ごく一部

 

 

 

 

斜面を台車を上らせる場合のトルクの大半は、斜面を引き上げる為に要するトルクである。 

 

◎必要トルク・動力の算出方法（注記）本資料はSI単位系ではなく、従来単位系で示します。 

 

 


